
※本データは、新築・増築・改築の申請があった建築確認申請(民間受付含む)と工事届の合算となります。

※上記有効求人倍率は、季節調整値再計算により改訂した数値を記載しています。
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調査時期：２０１７年６月中旬～２０１７年７月上旬

調査対象：村上市内事業所 ２００社 有効回答数 １３７社（回収率６８．５％）

〔業種別内訳〕 卸売・小売業62社、建設業41社、製造業30社、飲食店・宿泊業21社、サービス業46社
〔地区別内訳〕 村上地区104社、荒川地区33社、神林地区21社、朝日地区19社、山北地区23社

実施機関：村上市商工観光課
村上商工会議所、荒川商工会、神林商工会、朝日商工会、山北商工会

分析機関：村上商工会議所

全国状況：全国中小企業動向調査結果【小企業編】（2017.4～6実績、2017.7～9見通し）
日本政策金融公庫 総合研究所

ＤＩ＝「良い」企業割合－「悪い」企業割合（売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・弱気などの

景気感の相対的な広がりを意味する。）

『業況ＤＩは３四半期連続改善するも、先行きに慎重な見方』
■村上市の業況

今期(17/4～6月期)の業況判断ＤＩ(全業種計)
は、前期(17/1～3月期)に比べ、２２．７ポイントの
大幅上昇で▲１３．１となった。前期における今
期予測より９．３ポイント上回り、前年同期比でも、
１４．３ポイント上回った。今期は全業種でＤＩが上
昇したが、飲食･宿泊業、卸・小売業、建設業、
製造業で、２０．０ポイント強の大幅改善となった。
来期(17/7～9月期)については、５．３ポイント低

下し▲１８．４となる見通しで、建設業、製造業、
サービスでＤＩが悪化する見通しである。飲食・
宿泊業や卸・小売業の中に、海水浴などの夏期需
要を期待する声もあるが、消費者節約志向や人手
不足の影響（受注機会の損失や人件費の上昇等）、
原材料の上昇を指摘する声も多くあるなど、中小
企業のマインドに依然として鈍さがみられる。
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村 上 市 景 況 調 査 報 告
平成２９年４～６月期の実績と平成２９年７～９月期の見通し



今期の業種別業況判断ＤＩは、前期比で、卸・
小売業がＷｅｂショップの好調や新装オープンな
どの自助努力等で２５．３ポイント、建設業が3月の
補正予算による受注確保等で２１．３ポイント、製造
業が作業効率改善、生産性向上、輸出増加等で２
０．９ポイント、飲食・宿泊業が団体予約の確保や工
事関係者の宿泊増加等で５０ポイント、サービス業が
受注増加等で１０．９ポイント、それぞれ上昇した。
来期については卸・小売業及び飲食・宿泊業を

除きＤＩが低下する見通し。寄せられたコメント
に①気候に影響される(卸・小売業)、②受注不振
(建設業)、③人手不足による生産の減少(製造業)、
④行楽客が多くなり宿泊増が見込まれるが、物価
も高くなり利益は変わらない(飲食・宿泊業)、⑤
機器及び建物の老朽化(サービス業)等があった。

今期の売上ＤＩ(建設業除く)は
前期比３５．０ポイントの大幅上昇で
５．６となった。上昇は３期連続
で、前期における今期予測よりも
２７．６ポイント上回った。プラス圏
域に入ったのは、2014年1～3月期
以来、３年振り。
全国ＤＩは、前期から５．９ポイ

ント上昇し▲２０．５となった。

来期については、１６．０ポイント
低下し▲１０．４となる見通し。
全国ＤＩも、０．６ポイント低下し

▲２１．１となる模様。

今期の受注ＤＩ(建設・製造業)
は、前期に比べ６．０ポイント低下し
▲７．８となった。前期における
今期予測よりも４．７ポイント上昇し
たものの、前年同期比では９．７
ポイント下回った。

来期については、更に１５．３
ポイント低下し、▲２３．１となる見
通し。
〈ＤＩ内訳〉

前期 今期 来期
建設業 ▲14.2 ▲ 3.7 ▲24.1
製造業 9.1 ▲ 8.7 ▲13.0
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今期の採算ＤＩ（全業種計）は、
前期比１３．７ポイント上昇し、７．
５となった。前期における今期予
測より５．２ポイント上回り、前年同
期比でも１．０ポイント上回った。
ここ２年間、一進一退が続いてい
る。
全国ＤＩも５．７ポイント上昇し、

▲１１．６となった。

来期については、１１．３ポイント
低下し▲３．８となる見通し。
全国ＤＩも２．６ポイント低下し、

▲１４．２となる見通しである。

今期の資金繰りＤＩ（全業種計）
は、前期比２２．９ポイントの大幅上
昇で▲６．６となった。上昇は４
期振りで、前期における今期予測
より６．５ポイント上回り、前年同期
比でも１．４ポイント上回っている。
全国ＤＩも７．４ポイント上昇し、

▲１５．９となった。

来期については、９．８ポイント低
下し、▲１６．４となる見通し。
全国ＤＩも７．１ポイント低下し、

▲２３．０となる見通しである。

今期の借入ＤＩ(全業種計)は、
前期と横這い圏域の１．５となっ
た。プラス圏域は９期連続。

〈内訳は以下の通り〉

「容易になった」
前期 １．６％ → 今期 ３．７％

「変わらない」
前期４７．７％ → 今期４０．７％

「難しくなった」
前期 ０．０％ → 今期 ２．２％

全業種における今期に設備投資
した企業の割合は、前期と横這い
の１３．５％となった。前年同期
比では１．３ポイント下回っている。

来期に設備投資を予定している
企業の割合は、今期と横這い圏域
の１３．４％となる見通しである。
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